
大村 市政昭和 38年 2月1日
(昭和33年4月zz日第三積郵便物認可〉 ( 2月上旬号)

2月の実弾射撃

陸上自衛隊大村部隊で実施する実弾

射!獲の 2月実施場所および日程はつ

ぎのとおりです。

実施場所=池田射撃場

実施日程ー 1日- 9日、 11日-16日

18日-zz日、 28日 (庶務課)

(才344号〉

所

長崎県大村市250番地

所

印刷所つじ印刷所

役

り
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村

よ

大

だ(毎月1日.10日.lO日発行)(ー)

たばこは市内で

たば乙を市内の小売巴で買 って

いただ くと その一部 がたばこ消

費院とレ 亡市の収入になります

市列に通勤、旅行などお出かけ

の場合でもたば乙は市内の小売

l苫で買っていただき市の財源隣

保に乙協力ください。

定価 一 部五円

労働力動向調査結果
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ら
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
全
国

雪

道

刀

凋

盤

蝿

議

告

の

目

的

百

な

趨

梼

と

ほ

っ

て

い

ま

す

。

保

育

児

の

受

付

は

は
っ

g
Dと
お
り
で
す
・
一
そ
と
で
こ
の
な
ゃ
み
を
解
一
決
す

D
農

村

に

お

け
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労

働
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が
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を
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お

、

定

員

に

達

レ
た

職
業
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く
と
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で
き
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よ
う
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が

妻

、

協

議

告
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大

き

な

要
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閉

密

で

あ
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て

か

締

め
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す

る

た

め

調

査

研
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室
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切

り

ま

ヴ。
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こ
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一
そ
こ
で

大

村
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労

働

刀

調

書
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時

童
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事

員
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で
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つ

ぎ
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要

最
紅
の
麗
村
地
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の
現
状
は
次
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も
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村
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農
業
労
働
力

白星
者
が
共
稼
ぎ
や
病
気
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ど
の
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園
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し
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事
情
が
ど
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な
っ
て
い
る
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を
で
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な
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査
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同
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六
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八
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現
在
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働
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五
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六
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五
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百
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ま
し
ょ
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。
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鰍
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憲
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①
現
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足
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を
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③
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⑨
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②
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望
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き
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底
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れ
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放
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線
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注
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娠
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梗
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書
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催
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ろ
。
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一
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得
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ら
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れ
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妊
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一
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農家稼働力は不足
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り
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駆
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と
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で

は

、

十
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ー

ル

当
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寒
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防

止

の

た

め

に

、

剤
四
百
倍
械
を
、
白
渋
病
に
は
、

飼
料
や
担
架
は
暖
か
い
部
届
で
十

周
し
、
繁

殖

組

。

な

い

一

一

月

に

う

り

塩

佑
加
盟
で
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
程
敷
草
巻
十
分
に
行
な
う
。
カ
ラ
セ
ン
水
和
剤
五
百
y

千

倍

液

分

も

ど

し

十

後

与

え

る

乙

と

。

ま
く
退
治
す
れ
ば
的

果

が

あ

が

り

度

そ
配
合
し
て
施
用
し
て
く
だ
さ

〔
そ
菜

関

係

】

を

散

布
し
て
発
生
を
予
堕
H

る
。

ω
家
畜
に
は
語
接

ω寒
風
や
、

ω
家
音
は
、
一
般
に
栄
輩
小
田
~

一ま
す
。
殺
虫
剤
や
使
う
と
き
に
は

い

。

冬

越
し
の
秋
そ
菜
の
対
策

春
そ
菜
、
胡
瓜
、
ト
マ
ト
な
ど
組

ス
キ
間
風
は
良
く
な
い

ωで
防
風
と
寒
さ
の
た
的
体
力
が
お
ペ
ろ
え

毒

だ

ん

ご

は

物

か

げ

に

一

つ

ぎ

の

よ

う

な

乙

竺

に

注

意

し

ま

訂

連

続

的

な

警

護

過

湿

と

ω
白

菜

、

か

ん

ら

ん

床

背

苗

管

理

上

の

対

策

に

は

と

く
に
注
越
す
る
こ

と

。

て

い
る
の
で
、
飼
料
の
鮪
与
に
十

二
月
中
旬
よ

り

ね

ま

の

一
斉
駆
除
を
実
施
し
ま
す
一
イ
モ
類
、
漁

村

の

漁

網

な

ど

を

く

一

し

よ

う

。

一

号

、

主

の
生
育
が
悪
く
な
り
〔
果
樹
関
係
〕
除
雪
作
業
を
行
い
、
外
警

察

ω地
上
か
ら
の
冷
込
み
栓
防
ぐ
た

ま
た
、
安
乾
燥
δ
せ
て
お
か
な
分
注
意
ザ
る
と
と
も
に
、
わ
ず
か

が
よ
り
効
果
を
あ
け

る
た
め
に
は
予
備
知
識
が
必
要

一
足
ら
ず
ば
か
り
で
な
く
、
神
経
一

ω
ね
ず
み
が
好
ん
で
食
べ
る
も
一
手
の
で
排
水
力
悪
い
田
畑
で
ほ

ω
量

に

積
雪
レ
て
い
る
樹
は
部
議
東
芝
。
そ
の
上
を
わ
ら
め
、
誌
の
コ
モ
掛
芸
十
分
に

い
と
凍
り
つ
い
て
室
長
倒
レ
で
も
日
光
に
当
て
る
よ
う

ωが
り

で
す
の
で
、
簡
単
に
の
ぺ
て
み
ま
し
ょ
う
。

一

芝

人

は
不
眠
症
に
な
り
小
児
マ
一

q

.

一雪
ど

け

後

早

急

に

排

水

雲

設

げ

早

急

に
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雲

行

な

う

。

で

被

覆

す

る

。

行

い

隙

同

号

防

ぐ

.

お
も
わ
ぬ
怪
我
寄
る
こ
C
が
め
る
こ
と
が
ぺ
切
手
。

ね

ず

み

の

習

性

一空
軍
国
に
ま
約
一
千
五
百
匹

d

』
一
ヒ
、
赤
痢
腸
チ
プ
ス
、
ペ
ス
ト
ー
宇
み
に
た
い
て
重
が
一
排
水
口
努
め
る
。

ω
枝
折
む
て
い
る
も
の
は
鋭

ω
え
ん
ど
う

ω覧
、
換
を
つ
と
め
る
。
る
の
よ
は
乾
燥
さ
、
敷
ワ
ラ
〔
飼
料
作
物
〕

一

l

t

t

一

食

肉

警

告

を

い

病

源

を

は

一

強

い

も

の

一

幻

雪
ど
げ
後
な
る
べ
く
早
く
窒

利
な
ナ
イ
フ
で

折

れ

口

令

削

り

、

皇

室

て

る

か

稲

わ

ら

妻

柱

病

害

対

策

委

F
¥
ず
る
こ
と
，

一な
る
と
‘
わ
れ
て
い
ま
す
。

し
か

一

一

一

-

ね

ず

み

の

繁

殖

一し
も
し
餌
護
J
き
れ
そ
と
三
一
乙
び
ま
す
・
一
け
人
畜
に
危
険
が
な
い
ら
の
。
一
素
肥
料
名
間
損
金
行
な
う
。
切
口
に
接
ロ
ウ
各
塗
布
す
る
。

か
6

ろ
す
く
た
れ
さ
げ
直
接
の
雪
豪
語
く
と
料
開
が
ち
の
た
め
ど
叩
お
蹴
り
つ
い
主
刈
飼

雪
が
と
け
た
ら
牛
尿
ゃ
、
雲

一

、

l

J

一

駆

除

法

一

毒

餌
を
お
く
場
所
は
平
常
ね
一
議
長
語
、
震
よ
り
も
一
面
倒
産
寒
害
の
お
そ
れ
あ
る
と
曹
を
さ
け
る
。
軟
弱
に
育
ち
炭
子
ベ
ト
州
、
疫
料
や
根
菜
叫
家
畜
の
置
き
げ
な
ど
の
速
刻
住
宅
ソ
肥
料
栓
与

ね
ず
み
ぽ
ほ
ほ
一
一
吾
妻
、
生
一日
ぐ
ら
b
で
死
ん
で
し
ま
b
ま
す
一
駆
室
長
護
や
ね
ず
み
取
一

ず
み
が
よ
く
食
物
左
足
一
喜
多
め
に
唱
し
、
十
ア
ー
ル
当
乙
ろ
で
護
憲
枝
折
れ
を
防
止
制
今
後
、
襲
、
護
婦
な
ど
が
病
な
ど
が
発
生
す
る

ω
で
銅
爪
銀
消
化
器
の
病
気
む
原
因
と
な
る
の
え
、
今
後
の
閥
復
章
め
た
い
も

れ
て
一
一
一
カ
月
目
ぐ
ら
い
か
ら
繁
殖
一
2

ね

ず

み

の

一り
空
よ
る
緊
堂
、
環
境
的
一

さ
る
場
吋
で
、
通
路
か
ら
少
寸
警
で
十
キ
ロ
グ
ラ
在
宅
す
る
た
め
に
枝
議
官
わ
ら
、
重
ず
る
お
そ
れ
が
あ
る
の
で
、
義
剤
ダ
イ
セ
ン

払

剤
仏
ど

ω
で
、
水
は
く
み
た
て
の
井
一
戸
水
の
の
で
す
。

を
始
め
ま
す
。
そ
し
て
二
カ
年
間

一

好

む

食

物

一緊
法
と
が
あ
り
ま
ず
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環
境
的
一

し

は
な
れ
た
、
か
く
れ
た
場
一よ
い
。
ま
た
加
里
肥
間
施
用
の
少

と
も
か
げ
を
行
な
う
。
銅
水
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和
剤
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予
言
葉
四
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倍
液
の
薬
剤
散
布
セ
行
な
う
温
頃
ぐ
ら
い
に
レ
て
与
え
、
青
刈
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つ
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の
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お
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竜
一乙
れ
ら
は
従
来
そ
れ
ぞ
れ
の
機
関
一
的
き
と
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決
定
し
だ
い
に
市
政
一
ω
受
験
資
格

一

け

男

子
に
俄
リ
ま
ず
。
一
警
教
育
修
了
者
ま
た
は
と
れ

i
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一少
し
て
い
ま
す
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一一一十
六
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ん
の
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通
事
故
閉
止
じ
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け
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ま
す
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よ
り
な
ど
で
お
知
ら
せ
い
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法
に
よ
る
高
一的

試

験

の

万

法
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μ
問

責
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寄

書

す

る

E
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う

ら

ド

了

ま

た

刀

一事
故
の
た
め
に
死
亡
し
た
人
が
六
一
対
す
る
注
意
と
努
力
に
よ
る
成
果
一レ
た
が
今
夏
か
ら
乙
れ
き

一ま
す
の
で
事
業
努
円
程
で

一

等

学
校
h
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だ
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た
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本
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五
人
で

二

で

あ

り

ま

す
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富
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て
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皆
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す
よ
う
ど
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力

験

教

養

議

員
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就

業
の

5
5の

一人
戚
と
な
っ
て
お
り
、
ま
た
一ニ十一
今
年
三
雲
運
転
ず
る
と
き
も
一室
を
な
る
べ
く
軽
ぎ
よ
う
と一
を
お
願
い
い
た
し
ま

試
問

一ぺ
願
書
提
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期
雌
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十

七

年

の

交

通
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よ
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入

審

査

一
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目
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第
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試
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検
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樋
訓
練
宜

u
ad-
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一し
た
人
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六
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り
ま
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①原動機i寸自転車1・2種、自転車の事故 47件 65%

9件 6rc;

.$の徐行をしなかったためによる事故 51件 36%

飲酒運転 15件 11%

正午ー午後 11痔 13件

負留者

25ず-Z9才29人

① 1年-2年未満25人

a 

午後 3時一午後 4時 12件

原動!す自転車と自動車の接触または衝突 Z1件

普通貸物自動車 17件

事故を起した運転者

の年令または経験別

16才ー19才25人

(経験)

T

，a
・
4
 

1
 ぬマ，

a
h

aaa守
ー

原動付自転車と人の接触または衡突 1i件

自動事と軽自動車の接触または衡突 18件

事故種別順位と件数

発生月の順位と件数

岩眠運転 12件

件

L::>. 

11件

無:免許運転

車種別順位と件数

原因別順位と件数

地区別順位と件数

松原から原口十字路宏での国道 29件

松並十字路から公園十字路まで Z3件

公園入口から怯並交差点の間 13件

数

亡

公園入口から岩松駅までの問 5件

昭和日年 2月1日
和33年4月zz日第三種

1l 

11月

I月

発生時間別

午後4時ー5時 16件

② 

件

A 

死

① 

① 

l陸自動車と人の接触 11件

20才一24才40人

① 

④ 

生

@ 

① l年未満州人

大型貨物自動車 16件

発 生 件 数

2年'"'3年未満 11人

脇見運転 17件 H%

1が

i q件

件

nu 

an崎
‘

ー

発

内
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Ru

aa姐
E1

 

普通乗用車19件

L::>. 

①
 

① 

① 

④ 

① 

⑦ 

① 

① 

8月

10月

① 

度

(~令)
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① 

① 

36 

31 

① 

① 

① 

① 
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① 
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③ 

年
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消
防
本
部
)

職
業
訓
練
生
を
募
集

県
で
は
危
肢
物
取
扱
主
任
者
蹴

験
を
三
月
十
日
(
円
噂
H
)
陸
上

自
衛
隊
大
村
部
隊
で
行
な
い
ま
す

試
験
の
種
類
ば
甲
種
、
乙
種
で

願
書
は
二
同
四
日
か
ら
一
一
月
十
六

日
ま
で
県
地
有
限
で
受
付
げ
ま
す

受
験
に
つ
い
て
の
く
わ
し
い
と
と

は
市
消
防
本
部
に
お
た
ず
ね
く
だ

さ
い
。

長
崎
県
総
今
職
業
訓
桝
析
で
は

つ
ぎ
の
要
領
内
」昭
和
三
十
八
年
度

の
職
革
訓
練
庄
(
基
砲
お
よ
び
特

別
)
を
募
集
レ
て
い
ま
す
。

ム
訓
練
種
目
と
期
間

自
動
車
盤
備
科
(
一
カ
年
)

機
械
科
(
一
カ
年
)

板
金
科
(
一
カ
年
)


